
「スピリチュアリズムとは何？」̶こんな
質問に私達は、どのように答えたらいい
のでしょうか。

　「スピリチュアリズムとは一体何ですか？」　

　̶皆さんはこれまで、突然こんな質問を受けた

ことはなかったでしょうか。『シルバーバーチの霊

訓』を愛読している私達は、スピリチュアリズムに

ついてよく知っているはずなのですが、いざそれを

他人に説明しようとすると、とても難しいことに気

がつきます。スピリチュアリズムとは何かという当

たり前の質問に答えることができないのです。「自

分は本当にスピリチュアリズムについて知っている

のだろうか」「これまで知っているように思ってい

たけれども、それは勝手な思い込みではなかったの

か」とショックを受けるかも知れません。実は多く

のスピリチュアリストが、これと同じような体験を

しているのです。

　今回はまず、「スピリチュアリズムとは何か」に

ついて大局的な観点から確認することにしましょ

う。スピリチュアリズムの主役である霊界人と、霊

界からの働きかけを受ける立場にある地上人では、

同じスピリチュアリズムといっても、それに対する

観点が全く違ったものになります。霊界サイドから

と地上サイドからとでは、スピリチュアリズムにつ

いての見方が異なっているのです。

　それぞれの側から見たスピリチュアリズムの相違

点を比較しておくことは、スピリチュアリズムを正

しく理解するうえでぜひとも必要です。初めに霊界

サイドから見たスピリチュアリズムとは何か、次に

地上サイドから見たスピリチュアリズムとは何かに

ついて学んでいくことにしましょう。
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霊界人にとっての“スピリチュアリズムの定義”

　スピリチュアリズムという大プロジェクトを立案

し、それを推進していく霊界の高級霊の立場からす

ると、スピリチュアリズムは次のように定義されま

す。

　「イエスを中心とする霊界の高級霊が、地上人を

救済するために展開している霊界あげての歴史上最

大のプロジェクト」̶このスピリチュアリズムの

定義の内容を、もう少し詳しく見ていくことにしま

しょう。

霊界から見れば、地上世界は“暗黒の地獄”

　霊界から見ると、私達が住んでいる地球（地上世

界）は、霊的光が全くといってよいほど存在しない

“暗黒地獄”です。地球は物質の闇によって覆われ、

地球人類は「物欲中心主義」と、そこから派生する

「利己主義（自分第一主義）」に支配されています。

霊界人からすれば、大半の地上人は霊的存在として

の最低ラインにさえ至っていないということなので

す。

　地球という物質世界は、死後の生活のための準備

をする場所なのですが、大部分の地上人はその一番

肝心なことを忘れ、地上人生を無駄に費やしていま

す。死ねばすべてが終わりになるのだから、今のう

ちに思う存分快楽を味わおう、そのためにお金を儲

けて財産を蓄えようと考えます。そして霊界に行っ

てから、たいへんな後悔をしたり、ゼロからやり直

さなければならなくなっています。

　霊界の存在さえ知らない地上人には、今自分が生

活している環境が異常な状況にあることが理解でき

ません。霊との係わりのない日常生活をごく当たり

前のように考えています。置かれている生活環境に

不満を持たないようにと自分に言い聞かせたり、何

ひとつ希望を見い出せないような絶望の中で、毎日

を過ごしている人もいます。自分が地獄にいること

が実感できない地上人には、「なぜ救いを求めなけ

ればならないか？」が全く理解できないのです。

地上人の苦しみを見過ごすことができない霊界人

　しかし霊界という大きな世界から地上を見ている

霊界人においては、たとえ地上人が救いの必要性を

感じないとしても、それを黙って見過ごすことはで

きません。地上地獄の生活を送った後に待ち受けて

いる死後の世界での後悔と苦しみが、いかに悲惨な

ものであるかを知っているからです。後輩である地

上人の苦しみを“自業自得”と言って無視すること

はできません。

　霊界にいる多くの霊達は、自分達もかつて同じよ

うに地球上で人生を歩み、死後、自らの無知が招い

た苦しい体験を味わっています。そのため同様の後

悔・苦しみを地上人に味わわせたくないと切望する

のです。そして同じ地球の出身者として、地上人の

救済に乗り出さざるを得ないのです。今は「救済の

必要性など感じない！」と強がりを言っていても、

死後は必ず苦しみに直面することが分かる以上、何

とか救い出さなければならないと思うのです。“ス

ピリチュアリズム”は、そうした霊界人の真実の利

他愛から出発した救済活動であり、最も純粋なボラ

ンティア活動なのです。

１‖霊界から見たスピリチュア

　　リズムとは



霊界人は、どのように地上人を救おうとする

のか

　では霊界人は、どのようにして地上人を救済しよ

うとするのでしょうか。結論を言えば̶「霊的真

理を地上にもたらして、地上人に霊的人生を歩ませ、

霊的成長を促すことによって」ということです。霊

的成長のための指針であり手引書となる「霊的真理」

を地上人に示すことによって“救い”をもたらそう

とするのです。

　さて、その霊的真理ですが、それは次のような「霊

的事実」を明らかにするものでなければなりません。

①人間は霊的存在である（＊大半の地上人は、人間を単な

　　る肉体的存在・物質的存在と考えている。）

②人間は霊的存在としての身体構造を持ち、死後は

　霊として生き続ける

③人間は神の分霊を宿している神の子供であり、

　他人は神のもとにあって同じ霊的兄弟姉妹である

④人間は神の創造した摂理と一致した生き方をした

　ときに、霊的成長がなされる

⑤神の摂理に一致するための努力の歩みが、本来の

　宗教である

⑥人間は他人に奉仕することによって神に奉仕し、

　神を愛することになる

⑦霊的成長こそが人間にとって最大の宝であり、

　それが本当の救いにつながる

霊的真理は、どのようにして地上にもたらさ

れるのか̶霊的真理をもたらす方法

　では、そうした霊的真理は、どのようにして地上

人にもたらされるのでしょうか。これについては、

スピリチュアリズムの真理を手にした方なら誰もが

知っています。言うまでもなくその答えは、「霊界

通信によって」ということです。

　霊界通信とは、世間一般に知られているいわゆる

“霊媒現象”と同じものです。あの世にいる霊が、

地上の霊媒を用いてさまざまな通信を送ってくる現

象のことです。ただし大半の霊媒現象は、地上近く

の霊界（幽界）にたむろしている“低級霊”によっ

て引き起こされます。こうした低級霊からの通信は、

地上人に利益をもたらすどころか、反対に害をもた

らすようになります。

　したがって一口に霊界通信といっても、それには

必ず“優れた”という条件が付くことになります。

「優れた霊界通信」でなければ価値はありません。

　では“優れた”とは具体的に何かと言えば̶そ

れは「通信を送る霊が高級霊であること」と、「通

信を受ける霊媒の能力と人格が優秀であること」の

２つを意味します。

　スピリチュアリズムでは、使命を持った高級霊や

善霊が通信を送ります。これによって地上人が霊的

人生を歩むために必要とされる知識と教訓が伝えら

れます。こうした純粋な霊界通信は、霊媒現象の中

でごく一握りのものに限られます。言い換えれば　

　̶「巷に存在する 99％以上の霊界通信は無価

値なもの」ということなのです。

　優れた霊界通信の中でも、さらに際立って優れた

ものが『シルバーバーチの霊訓』やモーゼスの『霊

訓』、アラン・カルデックの『霊の書』です。これ

らはまさに「世界三大霊訓」と呼ぶにふさわしい内

容を持っています。
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地上人を霊的真理に出会わせるための、霊界

からの導き

　霊界の霊達は、優れた霊界通信を通じて霊的真理

を地上にもたらすと同時に、霊的真理の普及にマイ

ナスとなる地上的な障害を取り除いたり、真理が浸

透していくための受け入れ態勢づくりを進めてきま

した。スピリチュアリズムの初期に“心霊現象”が

頻発したのは、その一環としての動きでした。現在

も霊的真理を普及するための環境づくりとして、さ

まざまな分野への働きかけが総力を挙げて行われて

います。

　一方、これとは別に、霊界からは地上人一人一人

に向けても強力な働きかけがなされています。時期

のきた地上人を霊的真理と出会わせるための個別の

導きがなされているのです。その役目は主として、

地上人それぞれに付いている「守護霊」が担当する

ことになります。霊界から見れば、地上人の霊的レ

ベル（霊性）や霊的状態は一目瞭然です。ましてや

生まれてからずっと地上人を守り導いてきた守護霊

には、なおのこと手に取るように分かるのです。

　守護霊にとって一番の関心事は、自分の導く地上

人が、スピリチュアリズムの霊的真理を受け入れら

れる時期に差しかかっているかどうかです。すべて

の関心は、その一点に向けられています。なぜなら

真理との出会いには、地上人生における最も重要な

意義があるからです。最高に価値ある地上人生を送

ることに通じるからです。

　したがって、もし自分の導く地上人が霊的真理を

受け入れられる時期に差しかかるとするなら、守護

霊はそのチャンスを見逃さず、真理と出会わせるた

めに可能なかぎりの働きかけを開始することになり

ます。今、こうしてニューズレターを読んでくだ

さっている皆さん方も、間違いなく霊界からの導き

によって、スピリチュアリズムにたどり着くことが

できたのです。

　守護霊を中心とする霊界からの働きかけを通じ

て、「時期のきた人」に霊的真理が届けられます。

そして真理を手にした地上人が一人また一人と増え

ることによって、スピリチュアリズムの底辺は、時

間とともに確実に拡大していくことになるのです。

真理と出会った後は、すべて地上人の責任

　霊界の人々が地上人の救済に直接係わることがで

きるのは、地上人を霊的真理がある場所に導くとこ

ろまでです。それから先のことは、すべて地上人自

身に任せられることになります。霊界人は、地上人

の自由意志の領域に介入することは許されません。

したがって真理を手にした後の地上人に対しては、

本人が自らの責任において成長していく姿を見守っ

ていくしかありません。何度も何度もハラハラする

ような局面に立たされながら、地上人を陰から導い

ていくことになるのです。

　次で述べますが、地上人が霊的真理を手にしても、

それだけで“魂の救い”に直接結び付くわけではあ

りません。霊的真理は、どこまでも霊的成長を促す

ための手引書・道しるべに過ぎないのです。言って

みれば、どのようにしたら地上人が救われるように

なるかを記した説明書なのです。したがって地上人

が救われるためには、自ら手引書の内容を実行し、

自分自身の魂を成長させなければなりません。それ

ができないとするなら、真理に出会わせるまでの霊

界人の導きの努力は、すべて無駄になってしまいま

す。時間をかけて準備した救いの道は、目的地を直

前にして、すべて水泡に帰すことになってしまうの

です。

　最後は地上人が̶「自らの責任において、自ら

の魂を救う」というプロセスを踏まなければなりま

せん。最終的には霊的真理を手にした地上人に、す

べての責任が負わせられることになるのです。
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大部分の「他力救済」と、ほんのわずかな「自

力救済」

　スピリチュアリズムは地上人に対する救済プロ

ジェクトですが、それは大きくは「霊界でのプロセ

ス」と「地上世界でのプロセス」に分けられます。

　霊界において、地上人類救済のプロジェクトが立

案され、そのもとで用意周到な準備が進められてき

ました。真理普及の準備のために、何世紀もの長い

期間が費やされたのです。そしていよいよ地上に向

けての働きかけが開始され、真理が地上にもたらさ

れるようになりました。霊的真理が地上に降ろされ

てからは、地上人を真理と出会わせるための導きが

行われることになります。そして時期のきた地上人

に、霊的真理という救いの手引書が手渡されること

になるのです。以上が霊界サイドでの救済プロセス

です。

　その後の救済プロセスは、霊的真理を手にした地

上人本人に移行します。地上人が真理を実践するこ

とによって霊的成長をなし、最終的にその救済が実

現することになるのです。

　宗教ではよく、「他力救済」と「自力救済」といっ

た救済論のテーマが問題となります。スピリチュ

アリズムを“救済論”の観点から見るならば̶

救いの大部分は「他力」、そしてわずかな部分が「自

力」ということになります。地上人が救いに至る

ための大半（＊おそらく 98％以上）は、霊界人によっ

て準備されます。つまり全プロセスのほとんどが

他力救済領域であり、ほんのわずかな部分だけが

地上人自身の努力による自力救済領域ということ

になります。

　地上人が自分の救いのために果たす責任部分は、

全体のたった数パーセントに過ぎません。しかし、

それを当事者である地上人サイドから見ると、自己

責任領域が 100 パーセントということになるのです。

もし、その責任を果たせないとするなら、それまで

のすべての救済プロセスが無駄になってしまうから

です。したがって地上人に焦点を合わせて見るなら

“スピリチュアリズム”は̶「地上人が、自分で自

分を救う自力救済主義」ということになります。

　以上の内容をまとめると、次のようになります。
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地上サイドから見た“スピリチュアリズムの定

義”

　霊界人からすればスピリチュアリズムとは、地上

人類に対する霊界主導の救済プロジェクトというこ

とになります。とはいっても最終的な救済まで、霊

界人が責任を持つのではありません。今述べたよう

に霊界サイドからの救済活動は、霊的成長（救済）

のための手引書・道しるべとなる真理を地上にもた

らし、時期のきた地上人に手渡すところまでなので

す。

　一方、地上サイドから見たときスピリチュアリズ

ムは、霊界から示された霊的真理を手にするところ

から出発します。時期のきた地上人がそれを受け入

れて実行に移し、霊的成長をなすことによって最終

的に自らを救うことになります。したがって地上サ

イドから見たスピリチュアリズムとは、次のように

言うことができます。

　「霊界から示された霊界真理を受け入れて正しく

理解し、それを実践して自分自身の霊的成長をなし、

自分の魂を救うこと」̶これが地上サイドから見

たスピリチュアリズムの定義です。

スピリチュアリズムは、心霊現象の研究や

交霊会での霊との交わりではない

　世間ではよくスピリチュアリズムを、心霊現象を

研究したり、交霊会を開いてあの世の霊と交流する

活動であると考えています。しかし、それはスピリ

チュアリズムの本質から全く懸け離れた認識です。

　スピリチュアリズムの歴史の初期には、確かに精

力的に心霊研究が行われ、多くの交霊会が催されま

したが、それらはすべて地上に霊的真理をもたらす

ための準備だったのです。ところがこの下準備のプ

ロセスが、スピリチュアリズムそのものと勘違いさ

れることになってしまいました。

　スピリチュアリズムの本質、あるいはスピリチュ

アリズムが目的とするところは、心霊現象でもない

し、あの世との交わりでもありません。地上人に霊

的真理を教え、霊的成長を促すことこそが、大プロ

ジェクトの一番の目的なのです。

“心霊現象演出”の２つの目的

　スピリチュアリズムが地上に展開を始めた初期に

は、霊界によって驚嘆するような派手な心霊現象が

盛んに引き起こされました。その目的は、地上人類

（＊特に当時の最先進国であった欧米諸国の人々）に霊魂観の

正しさを証明することでした。「死後の世界である

霊界が現実に存在すること」「人間は死後も霊とし

て霊界で生き続けること」「霊界にいる霊と地上人

との間には交流が可能であること」̶この３つの

基本的な霊的事実（霊魂観）を人々に示すことが、

霊界サイドが心霊現象を起こした目的だったので

す。

　心霊現象にはもう１つの目的がありました。それ

は“霊界通信”という霊媒現象に人々の関心を向け

させ、その後の高級霊からの通信を受け入れやすく

する準備をすることでした。高級霊からの教訓を受

け入れる環境を整えることだったのです。

　こうした目的のために、派手な物理的心霊現象が

霊界から計画的に演出されました。スピリチュアリ

ズムの第一歩は、“心霊現象”から踏み出されるこ

とになりました。それは、すべて霊的真理を地上に

もたらすための準備だったのです。
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　　チュアリズムとは



現代における“心霊現象の意義”̶スピリ

チュアリズムの入り口にいる人だけに必要

　地上世界に住んでいる人々の“霊性”は、一人一

人異なっています。高い霊性に恵まれた人がいる一

方で、霊的世界には全く関心がなく、ひたすら物質

的利益だけを追い求めているような人もいます。ま

た死によってすべてが消滅するという唯物主義には

満足できないものの、だからといって従来の宗教の

来世観にも納得できないという人もいます。死後の

世界があるとするなら、その証拠を見せて欲しいと

切望している人もいます。

　心霊現象は、死後の世界に対する証拠を求める

人間のために必要とされるものです。言い換えれ

ば̶「スピリチュアリズムのほんの入り口で戸

惑っている人々を対象としているもの」なのです。

すでに霊界の存在を受け入れている人や、人間は死

によって消滅するものでないことを確信している人

にとっては、心霊現象はもはや必要のないものであ

ると

いうことなのです。

　スピリチュアリズムでは心霊現象を、霊的真理に

至る前段階（準備段階）と位置付けしています。し

たがって心霊現象という低いものへの関心は、いつ

までも持ち続けていてはいけないということになり

ます。繰り返しますが、心霊現象はスピリチュアリ

ズムの入り口レベルにいる人にとってのみ必要性が

あるということなのです。こうしてみると、スピリ

チュアリズムを心霊現象の研究と考えることは全く

的外れであることが明らかになります。

スピリチュアリズムにおけるさまざまな現象

は、それぞれに意義があります。しかし、そ

れはしょせんは注意をひくためのオモチャに

すぎません。いつまでもオモチャで遊んでい

てはいけません。幼時から大人へと成長しな

ければなりません。成長すれば、よろこばせ、

興味をひくために与えられたオモチャは要ら

なくなるはずです。

　　　　　　　　　　（シルバーバーチ１・126）

人間に霊的摂理を教えるためにラップなどの

物理的心霊現象から始めなくてはならなく

なったことを残念に思います。　

　　　　　　　　　（シルバーバーチは語る・55）

交霊会とスピリチュアリズム

　霊媒現象も、心霊現象の一つである以上、いつま

でも関心を持ち続けるようなものではありません。

あの世にいる知人と交わりたいという気持は理解で

きますが、霊的真理を手にした者が、そうしたこと

にのみとらわれ続けていてはなりません。交霊会が

必要なのは、死後の世界があることを知らずに、愛

する人との死別を嘆き悲しんでいる人にとってなの

です。

死後の存続という知識を手にしたあともな

お、いつまでも私的な交信の範囲にとどまっ

ているようでは、これは重大な利己主義の罪

を犯すことになります。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　（最高の福音・244）

　もっとも、そのような人が交霊会に参加してあの

世にいる霊と対談しても、ただちに死後の世界を信

じるようになるとは限りません。本来は死後の世界

が存在する証拠を示すことが交霊会の目的であって

も、必ずしもその通りの結果がもたらされることに

はならないのです。状況によっては、むしろ反対に

不信感を募らせるようなことになるかも知れませ

ん。これまでニューズレターでもたびたび述べてき

ましたが、交霊会に出てくる霊は“イタズラ霊”が

圧倒的に多いからです。

　本当は一定の霊的レベルに至った人でないかぎ

り、霊的現象を目の前に示されても、霊界の存在を

心の底から信じることはできないのです。シルバー

バーチは̶「生命が死後にも存続することの証拠
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を手にしていながら、魂そのものは霊性に目覚めて

いない人がいるものです」（シルバーバーチは語る・267）

と言っています。

　その反対に、時期がきて霊的真理を受け入れられ

る段階に至った人の場合は、直接、心霊現象を体験

したり交霊会に参加しなくても、初めから霊や霊界

の存在を抵抗なく受け入れることができます。こう

した霊性の開かれた人々は、19 ～ 20 世紀初めにか

けて高級霊が計画的に演出した心霊現象の事実を振

り返るだけで、死後の世界の存在に対する確信を持

つことができるのです。そして心霊現象や交霊会で

はなく、もっと次元の高い対象̶「霊的真理」や

「生き方」に関心を向けるようになります。

　再度述べますが、スピリチュアリズムの本質は、

交霊会を開いて霊と交信することではありません。

人間が死後、霊界で霊として存在し続けることはス

ピリチュアリズムでは常識です。いつまでも心霊現

象や交霊会に関心を持ち続けることは間違っていま

す。霊にお伺いを立てたり、リーディングによって

霊の意見を知ろうとすることは、スピリチュアリズ

ム本来の目的から外れています。スピリチュアリス

トは、世の人々に心霊現象や交霊会にとらわれる

ことの間違いを教えてあげる立場に立っているので

す。

高級霊からの霊界通信̶霊的成長のための

手引書・道しるべ

　地上の人間にとって重要なことは、霊媒現象（霊

界通信）というありふれた心霊現象ではなく、霊界

通信を通じて送られてくる高級霊からの通信内容

（メッセージ）です。現象そのものより、それによっ

て高級霊からもたらされる「本物の教訓（霊的真理）」

が大切なのです。真理は、人類を救済する手引書で

あり、道しるべとなるからです。

　先に述べましたが、世の大半の霊界通信は低級霊

からのものであったり、ニセ霊能者による単なる作

り物といった何の価値もないものばかりです。しか

し、そうしたガラクタに混じって希少な本物が存在

しています。そこで無数にあるガラクタ通信の中か

ら、本物を探し出す努力が地上人に要求されること

になります。スピリチュアリズムでは、その稀な本

物の通信がシルバーバーチに代表される「高級霊の

霊訓」であることを明らかにしてきました。つまり

私達スピリチュアリストは、最高の霊界通信を、世

の人々に先駆けて真っ先に手にした幸運な人間であ

るということなのです。

　このような特別に恵まれた立場に立つことができ

たのは、本人の真理を求める真剣な努力によるとこ

ろもあったでしょうが、実はそれ以上に、霊界から

の必死の導きがあったからなのです。霊界からの導

きがなかったならば、地上人がどれだけ頑張っても

真理との出会いを果たすことは不可能だったでしょ

う。



霊訓との出会いは、霊的成長の出発点に立っ

たということ̶真理は実践してこそ価値を

持つ

　高級霊による霊界通信との出会いは、地上人とし

て最高の恩恵にあずかったことを意味します。『シ

ルバーバーチの霊訓』を手にしたということは、魂

の救済に至る最も優れた手引書・道しるべを手にし

たということなのです。そこで重要なことは̶

「スピリチュアリストとしての本当の歩みが、その

時から始まる」ということです。ところが実際には、

あまりにも多くのスピリチュアリストが、この出発

点にとどまったままでいるのです。手にした知識を

一生懸命に学びはしても、いっこうに実行に移そう

としないのです。

　霊訓はどこまでも霊的成長のための手引書・案内

書である以上、それを自ら実践していかなければな

りません。“救い”は実践して後に与えられるもの

です。霊訓との出会いは̶「霊的成長の出発点に

立った」ということに他なりません。言い換えれば

霊訓に出会うまでのプロセスは、すべて本当の出発

をするための準備段階に過ぎなかったということな

のです。せっかく手にした霊的宝（真理）を活用せ

ずに、どぶに捨てるようなことをしてはなりません。

　シルバーバーチの厳しい指摘を見ることにしま

しょう。

知識は無いよりは有るに越したことはありま

せん。が、その人の真の価値は毎日をどう生

きたかに尽きます。

　　　　　　　　　（シルバーバーチは語る・219）

単なる知識の収集では大して価値はありませ

ん。もしもそれを他人のために使わないでい

ると、一種の利己主義ともなりかねません。

　　　　　　　　　　（霊性進化の道しるべ・98）

霊的知識を手にすれば、その時点からその活

用の仕方に責任が付加されます。その知識の

分だけ生活水準が高まらないといけません。

高まらなかったら、その代償を支払わされま

す。（中略）知識がそこにあることを知りつ

つそれを活用することができないでいると、

それによって逆にその人の霊性が弱められ、

害をこうむることになりかねません。

　　　　　　　　　　　（霊性進化の道しるべ・227）
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３‖“反面教師”としての
　　　英国スピリチュアリズム

スピリチュアリズムの本場イギリス

　これまで英国は“スピリチュアリズム”の前線に

立って、世界のスピリチュアリズム界をリードして

きました。キリスト教という伝統宗教からの反対・

迫害を乗り越えて、スピリチュアリズムの道を開拓

してきました。英国スピリチュアリズムは、シルバー

バーチに代表される高級霊の霊界通信を地上世界に

もたらしました。

　イギリス国内には数多くのスピリチュアリスト・

チャーチがあり、大勢の会員を抱えるスピリチュア

リストのグループや協会もあります。またツーワー

ルズやサイキック・ニューズのような定評ある心霊

誌も発行されています。さらにスピリチュアル・ヒー

リングは世界で最も進んでおり、多くのヒーラーが

活発に活動しています。

　英国は、まさにスピリチュアリズムの本場と言え

ます。日本のスピリチュアリズムも英国スピリチュ

アリズムの影響のもとで、今日に至りました。英国

は世界のスピリチュアリズムの道を開拓して基礎を

築き、スピリチュアリズムの歴史に偉大な足跡を残

しました。

“反面教師”としての現在の英国スピリチュア

リズム

　このように英国は、世界で最もスピリチュアリズ

ムが普及し、スピリチュアリズムの長い歴史を持っ

た国です。しかし伝統があることや、スピリチュア

リズムの発展に多大な貢献をしてきたということ

が、必ずしも現在の英国スピリチュアリズムが霊的

に優れているということを意味しているわけではあ

りません。

　シルバーバーチのような高度の霊界通信を受けな

がら、それがいまだに英国スピリチュアリズム界の

指導理念になっていません。多くの部分で高級霊の

教えから大きく懸け離れている（＊あるいは、いまだに

そこに至っていない）のが現在の英国スピリチュアリズ

ムの実状と言えます。

　先程スピリチュアリズムは、現象レベル→知識レ

ベル→実践レベルという段階を踏んで進化・発展し

ていくことを述べました。シルバーバーチは、徹底

して「実践レベル」でのスピリチュアリズムを強調

しています。しかし現在の英国スピリチュアリズム

は、その大半が現象レベル、知識レベルにとどまっ

ています。スピリチュアリスト・チャーチでは、相

も変わらず昔ながらの交霊会や心霊現象を中心とし

た集まりが続けられています。スピリチュアリスト

の協会も心霊現象や知識を中心としたレベルにとど

まったままで、霊的真理の実践の重要性を訴えよう

とはしていません。

　チャーチや協会は、霊的真理の実践を方針として、

そこに集う人々を実践の方向にリードしていかなけ

ればなりません。しかし現実には、そうした改革の

ためのエネルギーは、すでに尽きてしまったかのよ

うに見受けられます。

　もちろん英国のスピリチュアリストの中には、シ

ルバーバーチの教えを忠実に実践しようとする霊性

に恵まれた人もいることでしょう。しかし英国スピ

リチュアリズム全体としては、いまだに実践を重視

する方向に踏み出せずにいます。英国の心霊誌には

多くのヒーラーや霊能者、チャーチからの広告が掲

載されていますが、それらを見るかぎり、日本の低

俗なものと大差ありません。心霊現象に目覚めたの

はいいけれど、そこから先に進んでいかないのが、

現在の英国スピリチュアリズムの状況なのです。



　世界各地から多くの人々がスピリチュアリズム

を学ぶために英国に足を運びますが、率直に言っ

て、現在の英国スピリチュアリズムから得るものは

ほとんどないのが実状です。『シルバーバーチの霊

訓』を忠実に実践しようとするならば、もはや英国

スピリチュアリズムから取り入れるものはないので

す。現在の英国スピリチュアリズムの中に、シルバー

バーチが言うような、人類のため、スピリチュアリ

ズム普及のために人生を捧げ、自分を犠牲にして歩

もうとする人が、果たして何人いるものかと疑問を

感じます。こうした心配が単なる危
き ぐ

惧であることを

願いますが、私達の目には現在の英国スピリチュア

リズムは、もはや魅力あるものには映りません。

魅力の乏しい、これまでの日本のスピリチュア

リズム

　これまで日本のスピリチュアリズムも、こうした

英国のスピリチュアリズムと大差のないような歩み

をしてきました。スピリチュアリズムの中心は、心

霊現象レベル、よくて霊的知識レベルにとどまって

いました。もちろん先輩スピリチュアリストの中に

は、少数ですが霊的真理の普及を自らのライフワー

クとして、真剣に歩んでこられた奇特な方々もい

らっしゃいました。しかし日本のスピリチュアリズ

ム全体としては、心霊研究あるいは霊的知識の収集

といったレベルを抜け出るものではありませんでし

た。「霊的真理の実践」がスピリチュアリズムの中

心になっているとは、とても言えない状態でした。

　残念なことですが、私達スピリチュアリストより

も、他の宗教に係わっている人々の方が、純粋に奉

仕の実践に取り組んできたことを認めなければなり

ません。実践に対する意欲や真剣さは、新新宗教の

信者の足元に遠く及びませんでした。これまでの日

本のスピリチュアリズムは、現在の英国スピリチュ

アリズム同様、霊界の人々にとってあまり魅力のな

いものであったと言わざるを得ません。

潜在性を秘めた日本のスピリチュアリズム

　日本のスピリチュアリズムが英国スピリチュアリ

ズムと比べて幸いであったのは、スピリチュアリズ

ムの底辺がそれほど拡大してこなかったことです。

スピリチュアリズムが日本の中で知名度も存在感も

なく、マイナーの地位にとどまっていたことです。

英国のように多くのスピリチュアリスト人口を抱え

ることもなく、活動の拠点となるチャーチの展開が

ほとんど見られなかったことは、今となってはむし

ろ幸いだったと言うべきでしょう。

　なぜならどのような分野でも言えることですが、

いったん形が出来上がってしまうと、次の段階に進

歩しようとする際にそれが足枷となってしまうから

です。その足枷が大きければ大きいほど、それを崩

して新しいものをつくり上げるのに、たいへんな時

間と労力が必要となります。英国スピリチュアリズ

ムのように伝統のあることが、スピリチュアリズム

の次なる進化・発展において、かえって障害となっ

てしまうのです。キリスト教という伝統宗教が、ス

ピリチュアリズムという新しい霊的動きに呼応でき

なかったように、これまでの古いスピリチュアリズ

ムの伝統も、新しくレベルアップして発展しようと

するスピリチュアリズムの足枷となってしまうこと

になりかねないのです。

　日本のスピリチュアリズムは、ここ４～５年の間

に『シルバーバーチの霊訓』を中心として急激に発

展を見るようになってきました。古いしがらみのな

いスピリチュアリズム、シルバーバーチの霊訓に基

づく「実践中心の新しいスピリチュアリズム」の展

開が始まっています。もちろんいまだに心霊現象レ

ベル、知識レベルにとどまっている人々も多くいま

すが、真理の実践をスピリチュアリズムの中心と考

える人々がどんどん増えています。これまでの英国

スピリチュアリズムには見られなかった動き̶

英国スピリチュアリズムとは違ったスピリチュアリ

ズムの展開が、現に今、日本で起こりつつあるので

す。
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実践なきスピリチュアリズムは無意味

　スピリチュアリズムは「霊的真理の実践」に至っ

て、初めてその目的を達成することになります。言

うまでもなくスピリチュアリズムの示す道を真っ先

に歩むのは、真理を手にした私達スピリチュアリス

トに他なりません。

　ところで私達はこれまで、霊的真理の実践にどの

くらい意識を向けてきたでしょうか。今いちど謙虚

に反省しなければなりません。真理によって自分の

生活の質が高まったかどうかをチェックしなければ

なりません。真理を日常生活で実際に活用してきた

か、どのくらい真剣に利他愛を実行してきたかを振

り返ってみる必要があります。

　他の宗教の中には、スピリチュアリズムのような

優れた真理がないにもかかわらず、真剣に実践に励

み、人生を純粋な奉仕に捧げている人がいます。そ

うした人々と比べ、私達スピリチュアリストのこれ

までの歩みは、果たして堂々と胸を張ることができ

る内容だったでしょうか。

　残念なことにスピリチュアリストの中には、いま

だにスピリチュアリズムが信仰実践であることを理

解していない人々が多く見受けられます。スピリ

チュアリズムを単なる現象や霊界通信を扱うことで

あるとか、霊的知識を学ぶことであると錯覚してい

る人々がいます。なかには頑
かたくな

に、スピリチュアリズ

ムは信仰ではないと考えている人もいます。

　しかしスピリチュアリズムは̶「霊的真理に基

づく信仰」なのです。霊的真理に信仰的内容を積み

上げたものが本当のスピリチュアリズムなのです。

言い換えればスピリチュアリズムとは、日常の行為

そのものであり、霊的真理にそった日常の生き方に

他なりません。シルバーバーチの霊訓は、私達がど

のように日常生活を過ごすべきかを教えています。

もし私達が日常生活で真理を実践しないとするなら

ば、せっかく手に入れた“霊的宝”を、すべて捨て

去ることになってしまいます。

　「スピリチュアリズムで大切なのは、実生活にお

いて何をしているか、何をしてきたかということで

す」というシルバーバーチの言葉の中に、スピリチュ

アリズムの本質が示されています。

    

霊的真理の実践に目覚め始めた多くの人達

　私達のサークルには、毎日のように全国各地の

方々から、スピリチュアリズムと出会った感動の声

が寄せられています。「ニューズレターによってス

ピリチュアリズムの本質が理解できるようになりま

した」「シルバーバーチの霊訓がこんなにも素晴ら

しいものであることが初めて分かりました」といっ

た感想が届けられています。

　そうした喜びや感動を口にされる方々に共通して

見られる傾向は、霊的真理を人生の指針として、そ

れを忠実に実践しようとしているということです。

ニューズレターの厳しい内容を当然のこととして受

けとめ、それをむしろ本物の証
あかし

と認めているのです。

このような人々は、もはや心霊現象や交霊会に特別

な関心を持つことはありませんし、世俗受けだけを

狙ったニセ霊能者や、本物の霊言の一部を都合よく

取り入れてつくり上げたニセ霊界通信を見抜く霊的

判断力を身につけています。また「自分は今、何を

すべきか？」という意識を持ってシルバーバーチの

霊訓と接し、実践の決意を高めるためにその言葉を

繰り返し読み、自分自身を鼓舞しているのです。

14

４‖霊的真理の実践を中心とした
　　スピリチュアリズム新時代の
　　始まり



　単なる心霊現象や霊的知識の収集のレベルを越え

た人々、何よりも日常生活で霊的真理の純粋な実践

を心がけようとする人々が、ここ数年の間に日本の

各地で次々と現れるようになってきました。そして

その数は、年を追うごとに確実に増え続けています。

こうした動きを目の当たりにして私達は、本物のス

ピリチュアリズム・実践レベルのスピリチュアリズ

ムが今まさに日本に展開しつつあることを実感し、

大きな喜びと感動を味わっています。

　そのような霊的な動きは、スピリチュアリズムの

本場である英国にも見られません。150 年のスピリ

チュアリズムの歴史において、初めて霊界の高級霊

が認めるレベルでのスピリチュアリズムが、今日本

に起こりつつあることを強く感じます。霊界の人々

が日本のスピリチュアリズムにかける期待が、ます

ます大きくなっているのを手に取るように感じま

す。シルバーバーチの霊訓によって啓発され、真の

霊界の道具として自らを捧げようというスピリチュ

アリストが現れ、その高貴な志に呼応して霊界の無

数の霊達が、全面的に協力する態勢が整えられるよ

うになっています。

                                              

スピリチュアリズム新時代の開拓者とし

て̶日本のスピリチュアリズムに対する霊

界の期待

　実践に目覚めたスピリチュアリストの数が増える

にともない̶「スピリチュアリズムとは、霊的真

理の実践を通じて霊的成長をなすと同時に、人類救

済のために貢献することである」との認識が確立さ

れるようになるでしょう。そうした本物のスピリ

チュアリズムを標
ひょうぼう

榜する人々の数が増えるにつれ、

日本からアジアへ、そして世界に向けて、スピリチュ

アリズムの“新スタンダード”を示すことができる

ようになるでしょう。

　霊界の意図する本物のスピリチュアリズムの見本

̶霊的真理の純粋な実践の見本を日本のスピリ

チュアリズムが示すことができるとするなら、それ

こそがシルバーバーチをはじめとする高級霊の願い

に応えることになるのは言うまでもありません。今

スピリチュアリズムは、間違いなく新しい飛躍の

時代を迎えようとしています。そのスピリチュアリ

ズム新時代の開拓者として、私達スピリチュアリス

トに大きな役割が期待されています。

　世界に先駆けてスピリチュアリズムの新スタン

ダードを確立し、本物のスピリチュアリズムの伝統

を築くことが、日本のスピリチュアリズムに求めら

れています。高級霊によって示された霊的真理を世

俗に迎合させることなく受け入れ、それを忠実に実

践に移すことが、日本のスピリチュアリズムに願わ

れているのです。
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ニセ霊能者の定番トーク̶「生き霊の怨
おんねん

念」

による災い

　夫婦関係がうまくいかない、娘の縁談がどうして

もまとまらない、婦人病がなかなか治らない̶

こんな悩みを抱えた女性が霊能者を尋ねます。する

と霊能者から、「あなたのご主人は、これまで他の

女性とトラブルを起こしたことはありませんか？」

と切り出されます。その女性は隠し事を言い当てら

れ、びっくり仰天して、夫の浮気話を語り始めます。

そして無理やり相手の女性と手を切らせた経緯を話

します。それを聞いて霊能者は、やおら「あなたに

不幸が絶えないのは、別れさせた女性の恨みの念が

祟っているからだ」と言います。

　また、ある若い女性が占い師のところに足を運ん

で、腰の痛みと体調の乱れを訴えます。すると、「あ

なたは最近、男性と付き合っていたことがあります

ね」と突然言われます。妻子ある男性と付き合って

いたのは４年ほど前のことでしたが、その指摘に驚

いて、昔の不倫交際の事実を打ち明けます。すると

占い師は、「相手の男性の奥さんの怨念が祟って、

あなたの健康を害している」と言います。

　皆さん方は今まで、こうした話を聞いたことはな

かったでしょうか。「生きている人間の恨みの念（生

き霊）が祟っている」̶これはニセ霊能者の定番

トークの一つで、騙しの常套手段です。

　これまでニューズレターでは、心霊現象にまつわ

る迷信と、それを悪用するニセ霊能者について取り

上げてきました。先祖の悪因縁・水子霊の祟り・前

世の悪因縁（悪いカルマ）・動物霊の憑依・家相や

墓相・方角・星回りの悪さといったまことしやかな

迷信が、多くの人々に不安を与えています。そして

ニセ霊能者は、人々の不安と無知に付け込み、悪徳

商法を繰り広げています。

　今回取り上げる「呪いと生き霊の祟り」も、そう

した心霊的迷信の代表的なものです。

災いを引き起こす「生き霊」とは

　霊といえば普通は死者の魂を指しますが、生き霊

は「生きている人間の霊や思念」のことです。こう

した生き霊が祟って、人間にさまざまな危害を及ぼ

し、不幸をもたらすと言うのです。他人の恨みの思

いや呪いによって人間関係にトラブルが生じたり、

病気が引き起こされると言うのです。

　このような「生き霊の祟り」の話は、源氏物語な

どの古典にもひんぱんに登場します。恋
こいがたき

敵の女性の

生き霊の呪いによって、ある女性が突然病気になっ

て死ぬといった話が出てきます。また日本の伝統文

化である能楽では、しばしば生き霊を題材としてい

ることはよく知られています。さらには陰
おんみょうじ

陽師や密

教の行者が、生き霊の祟りを取り除くために祈祷を

したり、九字を切るなどの霊術を行ってきたことが

知られています。
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呪いと生き霊の祟りについて
—まことしやかな“迷信”
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呪術と怨念

　生き霊の祟りと関連したものとして、日本では昔

から、人間の抱く怨念には威力があると信じられて

きました。そして憎い相手や敵に呪いの念を送って

殺したり、危害を加えるための「呪術（呪
じゅ そ

詛）」が

広く行われてきました。現代人にもよく知られてい

るワラ人形の呪いは、その一つです。昔の日本人は、

自分の知らないところで他人から呪いをかけられる

ことを恐れてきました。

　こうした呪術は、裏の宗教（密教・修
しゅげんどう

験道など）

を通じて現代にも受け継がれています。現代の占い

師や霊能者達の多くが、古来からの呪術を用いてい

ます。呪いによって相手に不幸をもたらそうとする

呪術の類は、西洋社会にも存在し「黒魔術」として

知られています。

「生き霊の祟り」は迷信に過ぎない

　では、このような生き霊による祟りや怨念による

災いといったことは、本当にあるのでしょうか。巷

に出回っている大半の心霊関係の書物では、生き霊

の祟りは間違いのない事実であるかのように述べら

れています。ある人を憎んでいたらその人が突然交

通事故にあったり、病気で死んでしまったというよ

うな霊能者の話がきまって紹介されています。また

家族の誰かに腹を立てたらその相手が病気になって

しまい、自分が反省して心から憎しみを取り除いた

とたんに相手の病気がよくなったというような体験

談もたびたび取り上げられています。

　もっとも霊能者によるこうした話のほとんどが、

自分の霊能力をアピールし宣伝するためのものであ

ることは言うまでもありません。現代の霊能者や祈

祷師の多くは、「人間の抱く怨念には他人を不幸に

する威力がある」「古来から言われてきた生き霊の

祟りは本当にある」と信じているようです。

　結論を言えば̶「生き霊の祟り」といった霊的

事実は存在しません。生き霊の祟りなるものは単な

る迷信であって、錯覚に過ぎません。ある霊的な現

象が間違って解釈され、それが何世紀にもわたって

受け継がれ、“迷信”として日本人の間に定着する

ようになったのです。霊的現象に対する無知と、未

知なるものへの不安や恐怖によって迷信が増幅さ

れ、生き霊の祟りがいかにも恐ろしい現実であるか

のようなイメージがつくり上げられてきたのです。

　現代の霊能者達も、こうした世の中の迷信を鵜
う の

呑

みにして、自分の体験を無理やりそれに当てはめて

解釈し、生き霊の祟りが事実であると錯覚している

のです。

怨念が、自分自身に返ってくることもある？

　世間一般に言われている生き霊の祟りとは、人間

の呪いや憎しみの思いが、相手の人間に危害を加え

るようになるというものです。特に男女関係のトラ

ブルで生じた恨みが、相手や相手の身近な人間に不

幸をもたらすと言われます。もちろんそうした事実

はなく、すべて迷信です。テレビの心霊番組に登場

する霊能者は、よく「生き霊の祟り」などと言いま

すが、それは何の根拠もない嘘・作り話なのです。

　生き霊の祟りを云々するような霊能者は、すべて

インチキと判断して間違いありません。生き霊の祟

りを口にすること自体、その霊能者が霊的事実につ

いて何も知らないことをわざわざ暴露しているよう

なものなのです。一般の人々と同じように、迷信を

まともに信じ込んでいるか、あるいは意図的に嘘を

ついているかのいずれかです。
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「人を呪わば穴二つ」？

　ニセ霊能者の多くが、人を呪うとそれが自分自身

に返ってくるから、人を憎んではいけないと言いま

す。彼らはまた、相手の霊力が弱い場合にはこちら

からの念は相手に通じるが、もし相手の霊力が自分

より強い場合には、その念が自分自身に跳ね返され

て、危害をこうむることになると言います。そして

彼らは決まって、「人を呪わば穴二つ」の譬えを引

き合いに出して、もっともらしい道徳的な教えを語

るのです。

　他人を憎んだり呪ったりすることは、明らかに神

の造られた摂理に反します。宇宙は“利他愛”とい

う法則によって支配されている以上、相手に対して

は思いやりを持ち、成長を願って接するべきです。

相手を憎んだり恨むとするなら、「霊的摂理に根本

的に背く」ことになります。利他愛とは全く反対の

ことをするのですから、よい結果がもたらされるは

ずがありません。特に“呪い”といった極端な利己

的行為は、大きな罪を犯すことになります。その罪

は、いつか自分自身で苦しみと後悔をもって償わな

ければなりません。

　しかし、ここで勘違いしてならないのは̶“利

己愛”という神の摂理に背いた罪は、摂理のもとで

生じる苦しみによって償なうようになるということ

です。霊能者が言うような、呪いの念が自分自身に

返ってくることで苦しむようになるというようなも

のではありません。摂理によってもたらされる苦し

みと、霊能者が言う苦しみは、内容が全く違うの

です。「生き霊の怨念」そのものが存在しない以上、

怨念が自分に返ってくるという話も事実ではありま

せん。

どうして「生き霊の祟り」といった迷信が生

まれるようになったのか

　では、どうして「生き霊の祟り」といった実際に

はありもしないことが、多くの人々に信じられるよ

うになったのでしょうか。

　実は、生き霊の祟りという迷信は、何らかの霊的

現象が間違って解釈され、それがさらに増幅される

中でつくり出されたものなのです。そうした迷信の

原因となった霊的現象とは、どのようなものだった

のでしょうか。スピリチュアリズムの観点から、「生

き霊の祟りの実態」を探ることにします。

　生き霊の祟りという迷信を生み出した霊的現象と

は、次に述べる３つのものです。
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〈幽体離脱と幽体の物質化〉

　睡眠中には誰もが「幽体離脱体験」をしますが、

その際、分離した幽体（霊体）が遠く離れたところ

にいる人々に幽霊として霊視されることがありま

す。また幽体離脱した幽体が離れた場所で物質化し、

人々の前に姿を見せることもあります。時にはその

物質化した幽体が、地上人に話しかけたり文字を書

いたり、食事をするようなこともあります。

　このように遠く離れたところにいるはずの人間

の姿が、突如目の前に現れるような現象があるた

め、生きた人間の霊や念が分離して、祟りや危害を

もたらすと考えられるようになったのでしょう。物

質文明が今ほど進んでいなかった昔には、霊視能力

を持っていた人々が大勢いたでしょうし、「幽体の

物質化」という現象も、ひんぱんに生じていたと思

われます。日本の古典文学には生き霊の話が多く出

てきますが、それはこうした霊的体験が広く一般人

の中に見られたことを示しています。（＊ニューズレター
22 号「生き霊について」参照）
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〈念による想念霊の形成〉

　また、ある地上人が信仰の対象物をイメージし

て長時間祈り続けたりすると、その念が一時的に

霊的実在物をつくり出すことがあります。このよ

うな地上人の念によってつくられた仮の存在物を、

「想念霊・架空霊」と言います。祈祷所や霊場・寺

社などには多くの想念霊が存在しています。

　この想念霊が地上の霊視能力の発達した人間に

認識されることがあるのです。想念霊は、離れた

ところにいる人間に引き付けられたり飛んでいっ

て霊視されることもあります。こうした現象が、「生

き霊の祟り」という迷信をつくり出す一つの原因

となったと考えられます。

→

→



〈テレパシー現象〉

　念が相手に少なからず影響を与えることは事実で

す。強い思い（念）に込められたエネルギーは“テ

レパシー”として、離れたところにいる人間に伝わ

ります。その際、霊的な感受性の豊かな人（ある種

の霊媒体質者）であれば、調子が狂わされるような

ことになります。心がそわそわして落ち着かず、何

とも言えない不安を感じたり、胸騒ぎがするように

なります。テレパシーを受けると（誰かが自分のこ

とを強く思うと）、ほんの一時ですが、精神的に不

安定になるようなことが実際に存在するのです。

　とはいっても問題はそこまでで、それ以上の危害

（＊死・病気・怪我・事故・不幸など）が引き起こされるよ

うなことはありません。一般的に生き霊の祟りとし

て言われているような深刻な害が、テレパシーに

よって生じることはないのです。

　しかし全く問題がないというわけではありませ

ん。霊的に敏感なうえに、常に恐怖心を持ち脅えて

いる人、特に生き霊の祟りといった迷信を堅く信じ

込んでいるような人の場合には、実際に何らかの異

常が引き起こされることがあるのです。そうした人

は、恐怖心や不安感といった精神的ストレスによっ

て、自分自身の首を絞めることになります。絶えず

生き霊の祟りに脅えるようになれば、やがて肉体も

不健康になり、精神的にも異常をきたすことになる

でしょう。

　このような状態を最も喜んでいるのが、地上人の

周りにいて働きかけのチャンスを窺っている“低級

霊達”です。祟りを恐れ、不安に脅える地上人ほど、

低級霊にとってイタズラしやすく、からかいがいの

ある存在はありません。そうした人々は、低級霊の

“絶好の餌食”なのです。その結果、さまざまな災

いが低級霊によってもたらされるようになります。

　

20



21

生き霊の祟りではなく、低級霊のイタズラ

　ここまで述べてきた霊的現象は、スピリチュアリ

ズムにおいては常識的に認められており、しいて大

袈裟に騒ぎ立てるようなものではありません。それ

らはいずれも「霊的法則」に基づいて引き起こされ

る現象であって、奇跡でも何でもないのです。しか

し霊的真理に対する知識が全くない人々にとって

は、まさに驚愕するような出来事と思われることで

しょう。こうした霊的現象が間違って解釈され、そ

れが時代とともに定着し、人々の精神の中に強く植

え付けられるようになりました。

　生き霊の祟りと言われるもののほとんどは、低級

霊の働きかけによって起こされているに過ぎませ

ん。迷信から生まれた地上人の不安感や恐怖心が、

低級霊の悪行を引き出しているのです。そうしたつ

まらない恐れや脅えがなければ、低級霊は悪さをす

ることはできません。生き霊の祟りを“迷信”とし

て頭から否定し、相手にさえしなければ、何の問題

も生じません。低級霊は、働きかけることができな

いからです。

　“怨
おんりょう

霊信仰”が社会の隅々まで行きわたり、すべ

ての人々が怨霊を恐れ脅えていた時代は、低級霊に

とってまことに都合のいい時代でした。そこでは「生

き霊の祟り」という迷信を利用した低級霊の暗躍・

悪事は、日常茶飯事だったはずです。それによって

人々は、ますます生き霊の祟りを恐れるようになり、

さらなる迷信が生み出されることになりました。そ

して人々の心を、いっそう精神的牢獄に閉じ込める

ことになったのです。

　繰り返しますが、単なる憎しみのテレパシー（怨

念）が直接相手に危害を加えたり、病気を引き起こ

すようなことはありません。すべては低級霊の働き

かけによってもたらされるものです。不幸やトラブ

ルは“念”によって生じるのではなく、地上人の不

安感や恐怖心に付け込む低級霊によって引き起こさ

れるものなのです。（＊ニューズレター 22 号参照）

　世の中には生体磁気の強い人、つまり肉体次元の

オーラを多量に放散している人間がいます。ある種

の霊能者や肉体行をしている修行者によく見られま

す。そうした人間が、加治祈祷や呪詛などの霊術に

よって悪意のこもった精神的エネルギー（サイキッ

ク・エネルギー）を相手に送ると、先に述べたよう

なテレパシー現象が起きることになります。そして

相手の人間が霊的に敏感なうえに「生き霊の怨念の

祟り」を信じているなら、低級霊がいっせいに働き

かけることになります。テレパシーが相手の心に不

安感を生じさせ、それをきっかけにして低級霊が働

きかけを開始するようになるのです。この意味では、

一般人の場合より、行者の呪いの威力は大きいと言

えるでしょう。

　しかし、それもすべて相手の感受性と、迷信を信

じているかどうかにかかっています。霊的に鈍感な

人、あるいは生き霊の祟りなど頭から否定するよう

な人に、いくら想念を送っても無駄になってしまい

ます。



ニセ霊能者の言うことは無視する

　このように生き霊の祟りなるものの実態がはっき

りすると、それを取り除く解決方法もおのずと明ら

かになります。生き霊の祟りは単なる迷信に過ぎな

いのに、もし霊能者が「生き霊がいる」とか「生き

霊の祟りだ」などと言うとしたら、頭から無視する

ことです。無視して気にかけさえしなければ、馬鹿

げた迷信に惑わされたり、不安や恐怖に駆られるこ

とはないはずです。

　これまで生き霊の祟りについての対処法として、

除霊や密教の霊術（＊九字など）・護
ご ふ

符張りなどが行

われてきました。しかし、そうした呪文や秘術・霊

術には何の効果もないどころか、低級霊をさらに付

け上がらせることになるだけだったのです。密教の

行者も祈祷師も、低級霊にとっていい遊び相手だっ

たのです。それと同じような時代遅れのことを、現

代のニセ霊能者が（こともあろうにスピリチュアリ

ズムを口にする霊能者が）テレビで自慢げに行い、

何も知らない人々を煙
けむ

に巻いています。

　仮に霊能者が、たまたま相談者の隠し事や不倫の

事実を言い当て、それが生き霊の祟りを招いている

と言っても、そんな言葉に騙されてはなりません。

低俗な隠し事を言い当てるくらいのことは、低級霊

にとっては“朝
あさめしまえ

飯前”なのです。低級霊は自分の手

足であるニセ霊能者を用いて人々をからかうため

に、わざとそうした情報を与えることもあるのです。

霊的成長とは何の関係もない世俗的なことを低級霊

から教えられ、それをさも素晴らしいことのように

自慢する霊能者は、実は低級霊同様の低俗な存在で

あるということなのです。　
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　去る10月12日、名古屋市の東桜会館で、第１回「公

開スピリチュアル・ヒーリング」を開催いたしまし

た。多くの方々から参加の申し込みをいただき定員

オーバーとなったため、一部の方にはやむをえずお

断りすることになりました。当日の様子は後でお伝

えいたします。

「日本スピリチュアル・ヒーラーグループ」に

よるヒーリング・ボランティア

　心の道場のヒーラーからなる日本スピリチュア

ル・ヒーラーグループでは、スピリチュアリズム普

及のための活動の一環として、遠隔治療によるヒー

リング・ボランティアを行ってきました。さらに月

に１度、現代医学の病院で、直接ヒーリングのボラ

ンティアも行ってきました。最近ではスピリチュア

ル・ヒーリングに関心を持つ医師の方々も増え、た

びたび連絡をいただくようになっています。こうし

た状況を通じて、予想以上にスピリチュアル・ヒー

リングが日本国内に浸透しつつあることを実感して

います。

　ヒーラーグループの活動内容については、ホーム

ページで可能なかぎり公開していますので、関心の

ある方はご覧ください。

　●ホームページアドレス

　　　　http://www.ne.jp/asahi/sph/hg/　　　　

　　　

　

　● TEL ／ FAX   052-801-5925

「スピリチュアル・ヒーリング」の２つの特徴

　スピリチュアル・ヒーリングは、気功や手かざし

療法などの他のヒーリングとは、次のような２つの

点で根本的に異なっています。

　まず１つは̶「ヒーリングは、どこまでも霊的

真理普及の一環として行われている」ということで

す。スピリチュアル・ヒーリングの目的は、ヒーリ

ングを通じて霊的世界の存在を人々に知らせること

なのです。「病気を治してほしい！」と願っている

患者の皆さんにとっては酷
こく

なように聞こえるかも知

れませんが、スピリチュアル・ヒーリングでは、病

気を治すことより本人の“霊的覚醒”こそが本当の

救いになると考えているのです。「病気が治っても、

患者の心に霊的変化・心境の深まりが起きないなら

ば、そのヒーリングは失敗である」とシルバーバー

チは述べています。

　スピリチュアル・ヒーリングは、肉体の救いより

も霊的救いを重視するヒーリングで、この点で、他

のヒーリングと際立った違いがあります。歴史上最

高のスピリチュアル・ヒーラーと言われたハリー・

エドワーズも、スピリチュアル・ヒーリングの目的

が病気の治療ではなく霊的覚醒にあることを、シル

バーバーチから繰り返し教えられています。

　世の中には、ヒーリングの治癒率だけを誇張して

自分を売り込もうとする治療師が多く見られます

が、本物のスピリチュアル・ヒーリングでは、そう

したことは一切ありません。

　もう１つのスピリチュアル・ヒーリングの特徴

は̶「地上のヒーラーが治療を行うのではなく、

霊界の医師団が治療を行う」ということです。他の

どのような治療法でも、治療の主役は医師であった

り治療師なのですが、スピリチュアル・ヒーリング

では主役は「霊医」であり、地上のヒーラーは「霊
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医の道具」として働いているに過ぎません。

　優れたスピリチュアル・ヒーラーの資格は、人格

性・霊性によって決定されます。ヒーラーには霊的

能力ばかりでなく、道具としての徹底した謙虚さが

要求されます。霊界の医者達と地上のヒーラーの思

いが一つとなって連携が正しく行われるとき、ヒー

リングは最高の結果をもたらすのです。

　「自分が病気を治してやる」といった意識は、単

なるヒーラーの思い上がりであって、真の愛情では

ありません。世の多くの自称スピリチュアル・ヒー

ラーは、自己の名誉心や虚栄心にとらわれています。

スピリチュアル・ヒーリングは霊界の人々によって

行われるものである以上、本来ならば治療に対する

報酬など期待するものではありません。神のために

奉仕するチャンスが与えられたことを、ヒーラーは

ひたすら感謝すべき立場にあるのです。

スピリチュアル・ヒーリングの治療効果

　誰もがスピリチュアル・ヒーリングの“治癒率”

に関心を向けますが、スピリチュアル・ヒーリング

の結果は、患者本人の霊的エネルギーの受容性とカ

ルマの清算状況によって決められます。同じヒー

ラーの治療を受けても、治る人と治らない人がいる

のはそのためです。

　ヒーラーからは、相手の霊的レベル（霊的部分）

に向けて「霊的治癒エネルギー」が注入されます。

しかし患者の側にそれを受け入れる窓が開いていな

いと、霊的治癒エネルギーは霊的レベルまでは届か

ずに、精神レベルやサイキックレベル（霊体レベル）、

あるいは肉体レベルでとどまってしまいます。

　もちろんそのレベルでの治療はそれなりに進行し

ますし、人によっては、それで身体の異常が一時的

に消滅したり奇跡的に治ったりします（＊気功や手当

療法などは、こうしたケースが多いのです。）しかし身体の

根本的な治癒プロセスが働いているわけではないた

め、やがて病気がぶり返すようになります。

　治癒エネルギーが患者の霊的レベルに届くと、そ

こから精神→霊体→肉体というプロセスをへて全身

にエネルギーが循環するようになります。この過程

がスピリチュアル・ヒーリングでは一瞬のうちに行

われることで、奇跡的な治癒が現実のものとなるの

です。

　ヒーラーは常に、こうした完璧な結果が現れてほ

しいと願って治療に臨みますが、どのような結果に

なるのか、相手のどのレベルまで治癒エネルギー

が届くのかは、やってみなければ分からないので

す。ヒーラーは、霊的レベルにエネルギーが到達

することを目指してヒーリングを行ないますが、患

者サイドの条件によって、サイキックレベルでの

ヒーリングになったり、肉体レベルでのヒーリング

に終わってしまう場合があるということなのです。                      
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第１回 公開ヒーリング開催

　日本スピリチュアル・ヒーラーグループではこれ

まで、ヒーラー側の時間的制約と患者の皆さんの経

済的負担を考えて「遠隔ヒーリング」をメインに行っ

てきました。霊医とヒーラーの連携が正しく行われ

さえすれば、遠隔ヒーリングであっても、直接ヒー

リングと全く同じ治療効果をもたらすことができる

からです。

　しかし多くの方々から、「どうしても直接ヒーリ

ングを受けたい」「すでに病院でやっているなら、

ぜひ公開ヒーリングのチャンスを設けてほしい」と

の声が寄せられるようになってきました。そうした

要望があまりにも大きくなったため、公開ヒーリン

グを開催することにいたしました。

　今回の公開ヒーリングの開催は、日本スピリチュ

アル・ヒーラーグループのホームページで公表し、

参加者・治療希望者の申し込みを受け付けました。

その結果、定員（50 名）を上回る大勢の方々から

の申し込みをいただき、先に述べたように、一部の

方には参加をお断りしなければなりませんでした。

　当日は 30 分ほどスピリチュアル・ヒーリングに

ついての説明を聞いていただいてから、ヒーリング

の実演に移りました。その日は３人の女性ヒーラー

が、合計 12 名の皆さんにヒーリングを行いました。

ヒーリングは参加者が見守る中で、厳粛な雰囲気に

包まれて進められました。

　ヒーリングを受けた一人一人の方にお聞きしたと

ころ、「身体が暖かくなりました」「紫色の光が見え

ました」「生まれて初めての不思議な感覚を味わい

ました」といった感想が述べられました。

公開ヒーリングでの霊的状況

̶公開ヒーリングの現場を霊視すると

　今回の公開ヒーリングでは、奇跡的な治癒のケー

スはありませんでした。（＊とは言っても治療効果は、数

日後、または数週間後に現れることもあります。）

　この公開ヒーリングに参加された大半の方々は、

スピリチュアル・ヒーリングという高級霊界と地上

が接触する現場に初めて立ち会うことになりまし

た。参加者の皆さんは、高級霊界との接触が、あま

りにも静かで澄み切った雰囲気の中で行なわれるも

のであることを体験され、その静けさにむしろ驚き

を感じられたようです。巷のヒーリングの派手な演

出とは正反対に、実に地味な雰囲気の中でヒーリン

グが進められることに、本当の新鮮さを感じられた

ようでした。

　今回は参加した皆さんのほとんどが、すでにスピ

リチュアリズムやシルバーバーチの霊訓を知ってい

たこともあり、会場は最初から澄み切った高い霊的

雰囲気に包まれました。その場を数百もの霊達が取

り囲むように集結し、多くの霊医がヒーラーの背後

で活発に活動する様子が霊視されました。霊的治癒

エネルギーが会場全体に満ちあふれ、治療風景を見

ている方々にも自動的に心霊治療が及び、「自分は

見学していただけなのに、いつの間にか病気が癒さ

れた」という声があちらこちらで聞かれました。

   

次回の公開ヒーリングの予定について

　ヒーラーグループでは、今年は３回ほどの公開

ヒーリングを予定しています。正式な日程や場所に

ついては、現時点ではまだ未定ですが、決まり次第

ホームページでお知らせいたします。関心のある方

は、日本スピリチュアル・ヒーラーグループのホー

ムページをご覧ください。ニューズレターでも、で

きるだけお伝えするつもりでいます。
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